
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月 ほけんだより 
 
令和６年 
 
１１月２９日 

早いもので、今年も後１ヵ月となりました。今年は暑い日が続き、秋から冬にかけては一日の温度  

変化で体調を崩して鼻水や咳でお休みの子も見られました。園ではこまめな手洗い・うがいを呼び  

かけ、感染症予防をしています。ご家庭でもお子さまの体調管理に十分な配慮をお願いします。 

 

 

感染性胃腸炎に注意しましょう 
 

年末年始の急病は？ 

年末年始はほとんどの病院が休診となります。お子さまの急な発熱やけがに備えて、事前
にかかりつけの病院の他、近くの救急病院の診療時間と休診日は確認しておきましょう。
また、帰省先の救急病院の情報も把握しておくことが大切です。 

ノロウイルスやロタウイルスなどのウイルスが原因で、吐き気や嘔吐、下痢、腹痛
などの症状が見られ、発熱する場合もあります。 
下痢や嘔吐がある場合は早めに病院で診てもらい、脱水症状にならないよう、 
こまめな水分補給を心がけましょう。また、吐物や便にはウイルスが含まれている
ので適切な処理をし、片付け後は、手洗い・うがいをきちんと行ってください。 

85℃の熱湯に１分以上浸け

るか、塩素系漂白剤を薄め

た物で消毒します。 

汚れた衣服は…（園では二次感染予防のためビニール袋に入れて持ち帰ります。） 

消毒ができたら洗濯機に

入れても大丈夫です。 
汚れた場所もしっかりと

消毒を行いましょう。 

お部屋も乾燥・感染対策 

各クラス加湿器2台・空気清浄機お部屋

の用途に合わせて次亜塩素酸加湿器 

ノロックスを配置しました。また、合同保

育で使うお部屋では新大型ジアイーノを

設置しました。 

内科健診を終えて 

１１月１５日（金）時光医院の先生によります

内科健診がありました。乾燥肌やアトピー性皮

膚炎のお子様が数名見られましたが、その他

気になる症状のお子様はおりませんでした。 

これからの季節スキンケアで保湿が必要な季

節です。体をゴシゴシ洗いすぎて肌に必要な

油分まで洗い過ぎて乾燥しないように注意が

大切とお話しておりました。 


